
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
タ
フ
が
自
慢 

部
下
と
女
房
に 

鍛
え
ら
れ
）
（
家
計
簿
が 

ぴ
っ
た
り
合
っ
て 

再
計
算) 

（
ラ
ン
チ
代 

給
食
費
と 

同
じ
額
）
（
忍
耐
力 

家
と
会
社
で 

修
業
し
） 

な
っ
た
。

11

春
季
生
活

闘
争
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
復
元
と
格
差
是
正
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

97

年
以
降

10
年
間
の
賃
金

下
落
は
５

.1

％
、
新
潟

で

は

８

.9

％

と

著

し

い
。
毎
年
１
％
ず
つ
獲
得

し
て
い
こ
う
と
い
う
取
組

み
で
あ
る
。
統
一
地
方
選

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
い
ま
の
ま
ま
で
は
地

域
の
衰
退
と
な
る
。
政
権

与
党
へ
の
地
域
候
補
支
援

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

こ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
た
。 

 

続
く
、
報
告
事
項
で
は

第

20
回
年
次
総
会
以
降

の
幹
事
会
役
員
変
更
な
ら

び
に
機
関
会
議
関
係
、
各

専
門
部
関
係
の
活
動
報
告

が
な
さ
れ
た
。
特
に
、
組

織
生
活
関
係
で
は
ア
オ
キ

ユ
ニ
オ
ン
不
当
労
働
行
為

抗
議
行
動
。
政
策
福
祉
関

係
で
は
平
成

23
年
度
長

岡
市
予
算
に
関
す
る
市
政

要
望
、
地
協
結
成

20

周

年
記
念
中
川
ひ
ろ
た
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
５
５
０
名
が
集
い
、
寄
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は
、
親
子
で
楽
し
め
る
も

の
と
な
り
、
地
域
で
連
合

が
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
事
業
と

 

第

62
回
連
合
中
越
地

協
委
員
会
開
催
に
あ
た
り

矢
島
議
長
は
「

20
周
年

を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

日
間
で
４
件
と
例
年
と
比

べ
少
な
か
っ
た
。
相
談
種

別
は
、
有
給
休
暇
２
件
、

求
人
票
と
の
相
違
１
件
、

休
業
手
当
関
係
１
件
で

あ
っ
た
。 

 

連
合
中
越
地
協
第

18

回
幹
事
会
兼
第
４
回
支
部

代
表
者
会
議
が
２
月

18

日
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

会
議
で
は
、
小
林
連
合

新
潟
副
事
務
局
長
が

11

春
季
生
活
闘
争
方
針
説

明
。
主
に
は
民
・
官
部
門

連
絡
会
や
各
地
区
春
季
生

活
闘
争
総
決
起
集
会
な
ど

の
春
闘
関
係
に
つ
い
て
審

議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
統
一
地
方
選
挙
追
加

推
薦
申
請
を
確
認
し
た
。 

 

全
国
一
斉
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
が
、
２
月

14
日(

月)

か
ら

16
日(

水)

に
実
施

さ
れ
た
。
連
合
中
越
地
協

で
は
、
地
協
４
役
と
組
織

担
当
幹
事
が
電
話
相
談
に

対
応
し
た
。 

 

相
談
件
数
は
、
県
全
体

で

50

件
。
中
越
地
協
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
３

 

国
の
人
が
非
常
に
困
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
外
国

の
人
は
戦
争
が
起
き
た
と

思
っ
て
隠
れ
て
い
た
こ
と

や
避
難
所
の
自
衛
隊
を
み

て
軍
隊
と
思
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
紹
介
。
人
と
人

の
つ
な
が
り
の
大
事
さ
を

述
べ
ら
れ
た
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
中
に
は

「
未
来
へ
・
つ
な
ぐ
」
と

題
し
て
作
成
し
た
７
０
０

号
発
行
記
念
冊
子
の
紹

介
、
６
０
０
号
か
ら
７
０

０
号
ま
で
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
映
し
出
す
な
ど

教
宣
・
文
化
担
当
と
し
て

も
有
意
義
な
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。 

 

最
後
は
、
矢
島
議
長
か

ら
春
闘
勝
利
と
８
０
０
号

を
目
指
し
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
を
三
唱
し
閉
会
し
た
。 

０
号
達
成
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

 

矢
島
議
長
の
主
催
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
江
花
連
合

新
潟
会
長
か
ら
は
「
７
０

０
号
と
言
え
ば
王
氏
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
思
い
出

す
。
３
月
に
は
ブ
ロ
グ
が

５
年
と
な
り
７
７
０
本
く

ら
い
と
な
る
。
機
関
紙
が

企
業
別
労
働
組
合
の
枠
を

超
え
て
組
合
員
と
地
域
を

つ
な
い
で
い
る
」
と
の
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
早
速
記

念
講
演
に
入
っ
た
。 

 

記
念
講
演
は
、
脇
屋
氏

(

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
代
表
取

締
役
社
長)

か
ら｢

小
さ
な

放
送
局
、
大
き
な
心
を
つ

な
ぐ｣

と
題
し
て
講
演
が

な
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｍ
な
が
お

か
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放

送
局
と
し
て
、
中
越
地
震

の
際
に
は
被
災
地
を
駆
け

巡
り
、
情
報
を
逸
早
く
的

確
に
、
心
と
心
を
つ
な
ぐ

放
送
を
心
が
手
て
い
る
。

脇
屋
氏
か
ら
は
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
人
間
の
考

え
る
力
に
も
な
る
こ
と
。

人
の
声
や
ぬ
く
も
り
を
大

事
に
、
つ
な
が
り
を
強
く

す
る
こ
と
は
ラ
ジ
オ
の
役

目
。
地
域
の
た
め
の
放
送

を
心
が
け
、
安
心
・
安
全

と
元
気
な
町
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
。
震
災
時
の
経

験
で
、
災
害
が
あ
る
と
外

付
金
を
２
団
体
に
寄
贈
し

た
こ
と
。
統
一
地
方
選
挙

推
薦
状
況
な
ど
が
触
れ
ら

れ
た
。 

 

続
い
て
、
審
議
事
項
で

は
当
面
す
る
機
関
会
議
関

係
、

11
春
季
生
活
闘
争

関
係
で
の
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
、
各
地
区
春
季
生
活

闘
争
総
決
起
集
会
、
機
関

紙
７
０
０
号
記
念
事
業
、

市
民
活
動
団
体
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
な
ど

が
提
起
さ
れ
、
全
体
で
確

認
決
定
さ
れ
た
。 

 

委
員
会
終
了
後
の

19

時
か
ら
は
、
機
関
紙
「
れ

ん
ご
う
中
越
地
協｣
７
０

第706号2011.3.1 
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第
62
回
連
合
中
越
地
協
委
員
会 

機
関
紙
７
０
０
号
達
成
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

記
念
講
演
、
６
０
０
号
か
ら
７
０
０
号
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー 

 

第

62
回
連
合
中
越
地
協
委
員
会
が
２
月

10
日

(

木)

18
時
か
ら
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、

11
春
季
生
活
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
取
組
み

が
決
定
さ
れ
、
委
員
会
終
了
後
は
、
１
６
０
名
が

集
っ
て
、
機
関
紙
「
れ
ん
ご
う
中
越
地
協
」
７
０
０

号
達
成
を
記
念
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

 

「
今
ど
き
の
若
者
は
」
と
い

う
表
現
は
、
古
代
の
文
書
に
も

出
て
く
る
人
類
の
宿
痾
の
よ
う

な
も
の
だ
け
れ
で
も
、
昨
今
の

若
者
の
雇
用
状
況
の
厳
し
さ
に

対
す
る
経
営
側
の
発
言
に
は
本

当
に
頭
に
く
る
▼
「
就
職
先
な

ど
い
く
ら
で
も
あ
る
。
大
手
指

向
、
安
定
志
向
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
が
な
い
」
「
海
外
留
学
希

望
者
が
少
な
い
。
内
向
き
指
向

だ
」
な

ど

な

ど
。
新

自

由

主

義
・
市
場
原
理
主
義
の
な
れ
の

果
て
で
、
す
べ
り
台
社
会
と
い

わ
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
無
い
不
安
社
会
を
作
り
出
し

て
お
い
て
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
足
り
な
い
」
な
ど
と
良
く

も
言
え
た
も
の
で
あ
る
▼
そ
れ

に
比
べ
て
昔
の
人
は
良
い
こ
と

を
言
っ
た
。
「
実
年
者
は
、
今

ど
き
の
若
い
者
な
ど
と
い
う
こ

と
を
絶
対
に
言
う
な
。
な
ぜ
な

ら
、
わ
れ
わ
れ
実
年
者
が
若

か
っ
た
時
に
同
じ
こ
と
を
言
わ

れ
た
は
ず
だ
。
今
ど
き
の
若
者

は
全
く
し
ょ
う
が
な
い
、
年
長

者
に
対
し
て
礼
儀
を
知
ら
ぬ
、

道
で
会
っ
て
も
挨
拶
も
し
な

い
、
い
っ
た
い
日
本
は
ど
う
な

る
の
だ
、
な
ど
と
言
わ
れ
た
も

の
だ
。
そ
の
若
者
が
、
こ
う
し

て
年
を
取
っ
た
ま
で
だ
。
だ
か

ら
、
実
年
者
は
若
者
が
何
を
し

た
か
、
な
ど
と
言
う
な
。
何
が

で
き
る
か
、
と
そ
の
可
能
性
を

発
見
し
て
や
っ
て
く
れ
」
▼
こ

れ
は
郷
土
の
偉
人
、
山
本
五
十

六
元
帥
の
言
で
す
。
若
者
が
安

心
し
て
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
し
た
安

心
社
会
」
を
作
る
た
め
、
春
闘

と
統
一
自
治
体
選
を
全
力
で
取

り
組
も
う
。 

≪№36≫ 

   東蔵王２ 副議長 

横澤勝之 

11
春
季
生
活
闘
争 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
実
施 

地
協
第
18
回
幹
事
会
兼 

第
４
回
支
部
代
表
者
会
議 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（｢

来
な
く
て
い
い｣ 

言
わ
れ
て
休
み
と 

勘
違
い
）
（
禁
煙
が 

あ
っ
て
何
故
な
い 

禁
酒
席
）
（
全
自
動 

終
了
す
る
ま
で 

前
に
立
ち
）
（
主
婦
に
何
故 

定
年
な
い
の
と 

妻
ぼ
や
き) 

「
交
流
」
す
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
そ

の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
今
回
の
回
答
ア

ン
ケ
ー
ト
や
委
員
の
意
見

を
次
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。
（
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

長 

前
田
紘
志
） 

 

２
月
17
日
15
時
か
ら

長
岡
商
工
会
議
所
２
階
で

長
岡
市
消
費
者
協
会
主
催

に
よ
る
標
記
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

 

近
年
相
次
ぐ
振
り
込
め
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開
催
し
、
62
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。 

 

ま
ず
主
催
者
代
表
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
前
田
委
員
長
の
挨

拶
に
続
い
て
金
内
副
議
長

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
連

合
新
潟
斎
藤
事
務
局
長
の

講
演
が
ス
タ
ー
ト
。 

 

労
働
組
合
の
現
状
や
組

合
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ

と
を
話
し
て
い
た
だ
い
た

り
簡
単
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
行
っ

た
。
○×

ク
イ
ズ
で
は
連

合
新
潟
の
地
協
数
や

労
働
条
件
に
関
わ
る

問
題
が
出
題
さ
れ
、

答
え
合
わ
せ
で
は
更

に
知
識
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
。
最
後

に
参
加
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
記
入
を
し
て

も
ら
い
終
了
。 

 

斎
藤
事
務
局
長
も

言
わ
れ
て
た
こ
と
だ

が
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
は

ま
ず
、
組
合
活
動
に

「
参
加
」
そ
し
て
、

 

２
月
22
日
（
火)

18
時

30
分
よ
り
、
長
岡
市
立
劇

場
大
会
議
室
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
主
催

の
「
労
働
組
合
っ
て
な
ぁ

に
？ 

連
合
っ
て
な
ぁ

に
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
学
習
会
）
を

 
 

詐
欺
や
ネ
ッ
ト
詐
欺
、
食

品
偽
装
事
件
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
、
未

公
開
株
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

や
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た

な
い
。
消
費
者
庁
は
消
費

者
の
安
全
を
確
保
す
る
法

律
が
正
し
く
守
ら
れ
る
よ

う
、
消
費
者
の
利
益
を
損

な
う
よ
う
な
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
が
社
会
に
出
回
っ
て

い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
、

法
を
守
ら
な
い
企
業
な
ど

へ
の
指
導
や
処
分
・
命
令

な
ど
を
行
う
た
め
２
０
０

９
年
に
発
足
し
た
。 

 

講
演
会
に
は
２
０
０
名

以
上
の
市
民
が
参
加
し
熱

心
に
福
嶋
長
官
の
話
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。
犯
罪
や

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に
も
行
政
の
取

組
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住

民
の
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感
し

た
（
長
岡
市
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
℡

32-

０
０
２
２) 

。

（
組
織
ス
タ
ッ
フ 

丸
山 

斉
） 

 

連合小千谷支部だより 

 

連合北魚沼支部だより 

民間労組への激励訪問活動を実施  

 ２月２２日 (火) に北魚沼支部長・事務局

長・コーディネーターで６単組を訪問して、１

１春闘勝利の檄紙と激励物資を手渡し、各単組

の景況や春闘の取組状況について情報と意見交

換をしてきました。 

 やはり、今春闘も大

変厳しいとの報告を受

け、各産別を中心に団

結を固め、ともに闘っ

ていくことを確認して

職場を後にしました。 

Ｊ－ＰＯＷＥＲグループユニオン 

中村バルブ労組 栄工舎労組 

「川上
かわかみ

直
なお

栄
えい

」市議会議員、連合新潟推薦決定！  

 ２月２日(水)の第１２回支部役員会で「川上

直栄」氏（２期目）の推薦を決定し、連合中越

地協へ推薦要請をしました。 

 小千谷市議会議員は、現在の定数が１９名で

すが、２月議会で議員定数を１６名にする案が

出され可決される公算が強くなりました。 

 可決されれば、４月の市議会議員選挙から実

施するようです。 

 大変厳しい選挙となります。連合中越地協の

加盟組織の方々のご支援ご協力をよろしくお願

い致します。 

 また、「長谷川きよ」県議会議員へのご協力

も併せてお願い致します。 
 

※３月８日(火)１８：３０からグリーンパーク

において「春よ恋い来い・元気集会」を開催し

ます。小千谷支部を

中心に参加をお願い

致します。 

福
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ＳＪネット「ユニオンパワーアップセミナー」 

62人が労働組合基礎知識を学ぶ 




